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決算取締役会開催日  平成１７年１０月１９日     中間配当制度の有無  有 

中間配当支払開始日  平成 － 年 － 月 － 日     単元株制度採用の有無 無 

親会社等の名称  イオン株式会社（８２６７）     親会社等における当社の議決権所有比率 25.1％ 
 
１．17年８月中間期の業績（平成17年３月１日～平成17年８月31日） 

(1) 経営成績                             (記載金額は百万円未満を切捨表示) 

 売上高 営業利益 経常利益 

 
17年８月中間期 
16年８月中間期 

百万円   ％

5,190 （ 17.1）
4,433 （ 21.9）

百万円   ％

208 （ 30.5）
159 （ 21.4）

百万円   ％

181 （ 38.7）
130 （ 25.8）

17年２月期 9,270      401      308      
 

 中間(当期)純利益 
１株当たり中間 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当 
たり中間(当期)純利益 

 
17年８月中間期 
16年８月中間期 

百万円   ％

72 （△16.9）
87 （ 112.4）

円 銭

8,082  01 
10,943  70 

円 銭

－ 
－ 

17年２月期 166      20,182  62 － 

(注)①持分法投資損益 17年８月中間期 － 百万円  16年８月中間期 － 百万円  17年２月期 － 百万円 

②期中平均株式数 17年８月中間期 8,975株  16年８月中間期 7,975株  17年２月期 8,238株 

③会計処理の方法の変更   無 

④売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

(2) 配当状況 

 
１株当たり 
中間配当金 

１株当たり 
年間配当金 

 
17年８月中間期 
16年８月中間期 

円 銭 

0   0  
0   0  

円 銭

－ 
－ 

17年２月期 － 3,600  00 

 

 
(3) 財政状態 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 
17年８月中間期 
16年８月中間期 

百万円 

6,811   
6,326   

百万円

2,038  
1,671  

％ 

29.9   
26.4   

円 銭

227,100  07 
209,615  42 

17年２月期 6,859   2,015  29.4   224,544  39 

(注)①期末発行済株式数 17年８月中間期 8,975株  16年８月中間期 7,975株  17年２月期 8,975株 

  ②期末自己株式数  17年８月中間期  － 株  16年８月中間期   － 株  17年２月期   － 株 

(4) キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 
17年８月中間期 
16年８月中間期 

百万円 

468   
23   

百万円

△ 174  
△  85  

百万円 

△ 344   
△ 106   

百万円

1,148  
787  

17年２月期 270   △ 187  159   1,199  
 
２．18年２月期の業績予想(平成17年３月１日～平成18年２月28日) 

１株当たり年間配当金 
 売上高 経常利益 当期純利益 

期 末  

 
通 期 

百万円 

10,620   
百万円

324  
百万円

136  
円 銭 

3,000  00  
円 銭

3,000  00 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）15,153円20銭 

 

 

 
上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。今後の経済状況等の変
化により、実際の業績は見通しと異なる結果となる可能性があります。 


